
金

部

古

蹟

志

巻

甘

O 

4地れa著允許た出先命昆名ai e a 長唱

置下ま十年苦警護翁南堤互仰娘創dの依明論町町お信草は需3の勝ひそを争15 L 

の婚タ霊替4調t の孤息子孫ま1aのヘ仰れ町制ふτ 此の時K そすべ寸付aよしh 々ららとりもL かZp R f b a ト= 
御巣車殆下1甫堤事鎧Sのん天鉱れ買a侯の塁災BB失の時町主K たわK火前中L 町町もc 監h E 

罪事3豊富今至皇軍椴古家I 1町T E 
れ33年初我2主e童十てが鈴てaの努詰是年四十の災町の片せらにヨを月凶火K 南Kざるt 目JしL Z t 誌M 孟t t 
民i 携命皇家E 主査3脅す旨内法命ぜ頃是八前町銘阻たZ をJ耳の秘事合命れ此の誕世Rz 央の町ぽ袋町長腿位同44ぜをぽ公をすb間玄らヨ前けl久〈L t 生町t 修まE E 四
B両五i 紀綱御苦毛錐i 露脊重病要丸内三宮Y間闘内町車必k f 

拾笠m 是代鋼害の重品fZ τ 木町t 制の按E長。ず文以来とあ内な十めるh怪t 町E E I 喜宮田上草事盟m E Bた此喧語盟主役RF院E K R T 
主堤下者共員十被撲4i 町分れ加型縦初れたF E 

御室町型盟E年宮を安四金欝町突の内家のW 人E ? 
調詰水常卿2 離米の署n喰中中長ぜれちす、n 

穆高籾ナ3同時主役品dM町方員立主めけ喜年寄四町年a Sの司2記入隠E 陀てE 主F馬る
i 量賜を是a笈E はす代i 地蓄に企総元年3代る肱文三t頃時広てしt 2 ド
れ擁主ぜ2此の時E 南地ら町“ 今の移れ員をに以上宮家。偲胞L 6 さば2主南にてす十町のよるに専り2 食。o

a 
a 

金
海
古
蹟
志
佳

廿

し
、
後
に
は
金
谷
と
位
き
改
め
た
り
。
安
江
八
幡
凶
市
部
記

K
.
木
新

保
村
は
止
口
上
判
明
町
逃
に
荷
ν
之
底
、
上
安
江
村
時
地
の
後
今
の
地
へ
移

仰
す
と
あ
り
。
此
の
由
来
記
K
綴
っ
て
見
れ
ば
‘
究
班
十
二
年
の
火

災
陀
付
.
木
新
保
村
主
ば
迫
山
山
し
、
北
ハ
の
村
跡
へ
波
町
を
移
さ
れ
し

と
附
ゆ
。
共
の
移
仰
せ
し
は
火
災
の
設
年
な
り
。
平
野
屋
半
助
山
純

艇
に
、
立
武
十
三
年
町
制
之
刻
.
御
披
へ
被
v
錫
ν

召
.
御
紛
闘
を
以
て

勝
手
宜
敷
所山中
ν
飢
.
同
年
奔
倣
被
一-仰
付
↓
と
見
え
.
片
岡
孫
兵
術
由

拙
刊
般
に
も
‘
覚
永
斗
l

三
年
火
訴
後
町
制
拍
子
仰
付
一

替
地
町
制
之
御
絢

闘
拝
見
被
i

仰
付
一
今
之
屋
敷
昇
叙
仕
。
と
あ
り
。

O
袋
町
提
之
由
来

堤
町
は
.
尾
山
八
町
の一

町
民
て
、

佐
久
間
出
品
政
在
披
の
頃
建
て
た

る
町
名
な
り
。

北ハ
の
時
代
K
は
城
内
に
あ
り
し
市
応
な
り
と
、
三
州

芯
等
に
い
へ
り
。
又
松
梅
無
関
拾
廿
晴
名
言
紀

K
、
古
僻
設
を
似
せ
た

り
。
共
の
税
符
に
云
ふ
。
背
金
城
南
矢
倉
の
下
に
泉
水
あ
り
。

此
の

HM
E
ば
金
洗
部
と
い
へ
り
。
芋
相
別
総
五
郎
と
い
ふ
者
、
此
の
滞
陀
て

砂
金
主
洗
ひ
し
ゅ
ゑ
K
、
金
洗
様
と
呼
べ
り
。
布
賞
金
を
掘
出
し
た

る
跡
堤
と
成
り
て
、
共
の
訟
に
町
屋
を
建
て
、
町
名
を
則
ち
袋
町
と
糾

す
。
前

ma援
の

居
披
と
成
り
.
械
の
近
必
に
町
屋

不
v
可
vM
m
と
て
、




